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実りの秋を祝う
蓬平部落

　
収
穫
祭
ら
し
い
行
事
を
し
た
い
。
こ

れ
が
蓬
平
の
若
者
の
願
い
で
し
た
。
収

穫
へ
の
感
謝
を
次
代
を
背
負
う
子
供
達

と
共
に
喜
び
た
い
。
こ
う
し
て
始
ま
っ

た
の
が
「
餅
つ
き
大
会
」
で
す
。
夜
半

ま
で
、
男
ば
か
り
で
の
「
米
と
ぎ
」
、

当
日
の
早
朝
か
ら
の
釜
の
準
備
、
多
く

の
時
間
を
か
け
た
計
画
で
当
日
を
待
っ

て
い
る
子
供
達
の
眼
を
思
う
と
励
み
と

な
り
、
村
の
人
、
子
供
達
が
臼
を
中
心

に
微
笑
が
盗
れ
今
年
で
二
回
目
、
続
け

て
良
か
っ
た
と
思
い
一
戸
当
り
、
二
合

の
深
い
協
力
と
理
解
の
中
で
新
し
い
伝

統
行
事
と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（1）



気
！

統合中学校体育館

本体建築工事契約

　　　　　を議決

　
十
一
月
七
日
松
代
町
議
会
第
四
回
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
、
統
合
中
学
校
体
育

館
本
体
建
築
工
事
の
契
約
が
付
議
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
統
合
中
学
校
体
育
館
本
体
工
事
関
係

・
工
事
費

・
請
負
者

・
工
　
期

一
億
九
、
五
〇
〇
万
円

新
潟
市
　
加
賀
田
組

　
　
　
　
加
賀
田
達
二

昭
和
53
年
1
1
月
か
ら
昭

和
5
4
年
1
0
月
末

◎
社
会
体
育
関
係
へ
の
活
用
も
考
慮
し

入
口
も
更
衣
室
等
な
ど
生
徒
使
用
の
も

の
と
別
に
設
け
ら
れ
て
あ
り
、
体
育
館

の
コ
ー
ト
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
　
　
　
　
2
面

☆
バ
レ
ー
コ
ー
ト
　
　
　
　
　
2
面

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
　
　
　
6
面

松
代
町
選
挙
管
理

委
員
会
表
彰
さ
る
。

　
今
春
、
四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た

県
知
事
選
挙
の
投
票
に
お
い
て
、
県
内

百
十
二
市
町
村
の
中
で
、
前
回
（
昭
和

四
九
年
）
よ
り
特
に
投
票
率
の
良
か
っ

た
市
町
村
が
、
去
る
八
月
三
日
県
選
挙

管
理
委
員
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

被
表
彰
団
体
は
、
高
柳
町
九
〇
・
九
七

％
、
黒
川
村
八
四
・
二
七
％
、
松
代
町

八
三
・
九
七
％
、
山
古
志
村
、
守
門
村
、

松
之
山
町
、
鹿
瀬
町
、
安
塚
町
、
小
千

谷
市
、
十
日
町
市
の
十
団
体
で
す
。

　
こ
の
受
賞
は
、
ひ
と
え
に
有
権
者
各

位
の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
賜
と
感
謝
申

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
永
久
的
に
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
各
種
の
選
挙
に
つ
い

て
、
た
と
え
個
々
の
考
え
方
が
違
っ
て

い
て
も
、
皆
ん
な
が
投
票
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

地域活動の
に点拠

一集落開発センター

　今年も、苧島、竹所、

　　　　　　　蒲生に一・

　
こ
の
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
各
集
落
に

お
け
る
集
会
、
研
修
、
娯
楽
を
通
じ
相

互
理
解
と
親
睦
を
深
め
高
能
率
生
産
、

生
活
文
化
の
向
上
、
保
健
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
来
年
は
清
水
と
蓬
平
に

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
面
積
一
四
五
・
七
四
，
勉
二
階
建
て
各

階
二
づ
つ
部
屋
が
あ
り
、
工
期
五
月
二

十
六
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
で
請
負
工

事
費
一
、
〇
四
〇
万
円
で
鈴
木
組
の
施

工
で
す
。

（2）

◇
竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
面
積
一
一
八
・
四
一
。
彿
二
階
建
て
各

階
二
づ
つ
部
屋
が
あ
り
、
工
期
五
月
二

十
六
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
で
請
負
工

事
費
八
七
五
万
円
で
建
築
ぎ
ぜ
ん
の
施

工
で
す
。

◇
蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
面
積
一
九
九
・
一
五
，
勉
二
階
建
て
各

階
二
づ
つ
部
屋
が
あ
り
、
工
期
五
月
二

十
六
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
請
負
工
事

費
一
、
三
九
五
万
円
で
中
村
工
務
店
の

施
工
で
す
。



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

母
性
貧
血
検
査
か
ら

醗麗襲麗麗

　
9
月
、
1
0
月
に
行
い
ま
し
た
母
性
貧
血
検

査
、
循
環
器
一
次
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
対
象
者
六
五
四
人
の
う
ち
受
診
者
四
六
四

人
で
年
令
別
結
果
は
表
L
の
通
り
で
す
。
0

は
貧
血
以
外
の
異
常
者
で
す
。
四
六
四
人
の

う
ち
貧
血
の
人
は
二
八
五
人
と
61
・
4
％
に

も
な
り
ま
す
。

　
表
Z
は
成
人
病
一
次
検
診
の
結
果
で
す
。

標
準
以
上
の
肥
満
2
0
・
4
％
、
血
圧
の
高
い

人
1
4
・
6
％
も
あ
り
年
令
と
共
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
三
つ
も
四
つ
も
異
常
を
も

っ
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
若
い
か
ら
大
丈

夫
だ
、
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
心
配
な
い
と

放
っ
て
案
く
の
が
一
番
危
険
で
す
。

　
母
性
と
し
て
一
番
大
事
な
時
期
に
貧
血
し

て
い
る
と
妊
娠
分
娩
に
悪
い
影
響
が
あ
る
だ

け
で
な
く
病
気
に
も
か
か
り
や
す
く
長
引
か

せ
ま
す
。
又
成
人
病
は
日
常
生
活
と
の
か
か
わ

り
が
大
き
く
毎
日
の
生
活
や
食
事
の
と
り
方

で
20
狂
、
3
0
狂
後
に
病
気
と
し
て
現
わ
れ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
人
は
よ
り
健
康
に
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
せ
っ
か
く
受
け
た
検
診

で
す
。
充
分
生
か
し
て
来
年
の
検
診
に
は
一

母性貧血検査結果表1

灘 麗 購
要精検 合計

1卜19才 1 3 1 5
2（ト24 15 15（4） 10（2） 40（6〉

25H29 33 44（4） 18（1の 95（1の

3（ト34 34 64（4） 23（10）121（1の

35－39 39 55（5） 鎗（1① 133（1㊦

40 3 5Q1） 8（4） 16（5）

計 125 1溺08） 99（36） 410（膨D

人
で
も
多
く
異
常
な
し
と
い
わ
れ
る
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

循環器一次検診異常者表2．

年令別
尿異常 や せ 肥 満 血 圧

糖 齢旧9％20似L1團 脳 26珍 14Q／80 1頭go160／100
計

16－19才 1 1
20－24 1 8 4 1 4 18

25－29 2 5 10 2 7 3 9 7 3 48

30－34 2 4 11 1 12 6 8 16 6 1 67
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40 2 3 3 1 4 3 2 2 20
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て
い
る
金
属
（
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
）
の

価
格
の
差
を
患
者
が
負
担
す
る
制
度
で

す
。
ブ
リ
ッ
ジ
や
さ
し
歯
（
継
続
歯
）

◎
歯
の
上
手
な
治
し
方

　
歯
科
の
治
療
は
、
保
険
診
療
と
自
由

診
療
の
二
本
建
て
に
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
は
、
昭
和
5
3
年
2
月
か
ら
前
歯
の

治
療
に
「
材
料
差
額
方
式
」
が
と
り
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
歯

の
治
療
で
も
保
険
の
適
用
の
仕
方
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
た
め
に
、
大
変
わ
か
り
づ

ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
健
康
保
険
診

療
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
、
早
目
に

治
療
を
行
な
い
大
切
な
歯
の
健
康
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

◎
材
料
差
額
徴
収
制
度
と
は

　
前
歯
部
上
下
1
2
本
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

前
歯
の
む
し
歯
な
ど
の
治
療
に
あ
た
っ

て
行
な
わ
れ
る
、
イ
ン
レ
ー
や
四
分
の

三
冠
（
治
療
名
）
に
金
合
金
や
白
金
加

金
（
貴
金
属
）
を
使
用
し
た
場
合
、
そ

の
貴
金
属
の
価
格
と
保
険
で
使
用
さ
れ

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
患
者
の
負
担

額
は
、
金
や
白
金
の
価
格
が
毎
日
変
動

し
て
お
り
使
用
量
に
よ
っ
て
も
異
り
ま

す
の
で
、
治
療
の
際
に
は
、
歯
科
医
と

よ
く
話
し
合
っ
て
や
っ
て
も
ら
う
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

◎
保
険
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か

　
ふ
つ
う
の
治
療
は
す
べ
て
健
康
保
険

で
や
っ
て
も
ら
え
ま
す
が
、
保
険
で
で

き
る
治
療
の
範
囲
と
自
由
診
療
の
場
合

は
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

治療の種類 治療の方法
保険でできる範囲

と目由診療

歯
　
　
冠
　
　
修
　
　
復

充てん

　鳴　　、　　『　　、

むし歯の部分を

けずり、穴へ材

料をつめる。

初期のむし歯に
‘
行 われる。

保険の場合…燐酸セ

メント、硅酸セメン

ト、アマルガム、レ

ジン（合成樹脂）。

自由診療・・金箔。

　継続歯
（つぎ歯・さし歯）

　　　　　金属
人　“／裏装
工｛16歯

　
　
　
　 一合針

前歯や小臼歯の

むし歯が大きく

なった歯冠部分

を削り取り、人

工の歯冠を継ぎ

たして、元通り

にするo

保険の場合…人工歯

にはレジン歯と陶歯

を使い、金属で裏う

ちするときの材料は14

K金合金、金銀パラ
ジウム合金、銀合金。

自由診療…14Kを超
える金合金、白金加金b

欠
損
補
綴
紬
くでな
補
つ
い
た
兀
歯
通
をり
人に
工す
ラ

．治

療
の
種
類

ブリッジ
　　ダミ＿　橋体
　　　●　　　　●　　．

支
台
歯

義歯（入れ歯）

ばね　　　　　ばね
33●・・

・匁997

σ＝い．
●　9　θ●

σ　σ　●●ら

0●のσ

、
㌔

1
、
’
、
甲 ，

、　・
t，。、、・

、1弘
）　　’肇 人工歯　　　床

治
療
の
内
容

なくなった歯の両隣りの歯

を支台として、ダミー（な

くなった歯の代りの歯）と

連結して固定装着する。

とりはずしのできる入れ歯。

歯が全部ない場合の総義歯

と部分的にない場合に残っ

た歯に鉤（バネ）をかけて
作る局部義歯がある。

保険の場合…床はレジン人工歯

はレジン歯、陶歯。

ばね…2歯欠損までは14K金合
金、3歯以上は金銀パラジウム

合金、コバルトクロム合金など、

自由診療…床を金属で作る。

ばね…14Kを超える金合金又は

白金加金。

険の場合…ダミーが2歯ま
　
ロ

保
で
支
属
ミ
（
合
ン
自
上

保
険
で
で
き
る
範
囲
と
自
由
診
療

識
冨
跨
以

蟹
金
讃
。
評

冠
使
姐
パ
エ
る
が
加

歯
が
1
銀
人
れ
一
金

造
等
、
金
、
わ
ミ
白

鋳
歯
は
）
金
使
ダ
、

は
続
料
み
合
が
…
金

に
継
材
の
銀
歯
療
合

歯
、
の
歯
、
陶
．
診
金

台
冠
一
前
金
、
由
、（3）



道
路
交
通
法
が
か
わ
り
ま
す

多
十
二
月

　
道
路
交
通
法
が
、
七
年
ぶ
り
に
大
幅

改
正
さ
れ
、
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
自
転
車
の
通
行
安
全
◇

　
ノ
横
断
帯
が
新
設
さ
れ
ま
す
！

　
自
転
車
で
横
断
中
の
事
故
を
減
ら
す

た
め
、
新
し
く
自
転
車
専
用
の
横
断
帯

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
幅
一
・
五
メ
ー
ト

ル
の
横
断
帯
に
は
、
自
転
車
の
図
柄
入

り
の
標
識
が
つ
き
ま
す
。
横
断
歩
道
に

併
設
さ
れ
る
場
所
で
は
歩
行
者
用
の
信

号
と
共
通
に
な
り
ま
す
。
車
は
横
断
帯

の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
自

転
車
横
断
中
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
横
断
帯
の
手
前

三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
の
追
い
越
し
、

追
い
抜
き
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。

／
’

バ

◇
運
転
免
許
制
度
◇

　
！
う
っ
か
り
免
許
失
効
！
は
六
ケ
月

　
ま
で
救
済

　
免
許
証
の
切
り
替
え
を
、
つ
い
う
っ

か
り
忘
れ
た
ー
の
腎
う
っ
か
り
サ
ン
腎

へ
の
朗
報
で
す
。
三
年
目
ご
と
の
誕
生

目
前
｝
ヶ
月
間
が
、
運
転
免
許
証
の
切

り
替
え
日
で
す
が
う
っ
か
り
す
る
と
忘

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
“
う

っ
か
り
サ
ン
ロ
を
救
お
う
と
、
こ
れ
ま

で
の
三
ヶ
月
だ
っ
た
口
救
済
期
間
“
が

六
ヶ
月
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

、
碗
馨
，

名多7．乞』6

魚◎鵡，1◎

日
か
ら
多

◇
行
政
処
分
◇

　
ノ
無
車
検
・
無
保
険
も
違
反
点
！

　
い
ま
ま
で
は
道
路
交
通
法
違
反
に
問

わ
れ
る
の
み
で
、
行
政
処
分
を
受
け
な

か
っ
た
次
の
よ
う
な
違
反
も
、
今
後
は

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
無
車
検
、

無
保
険
（
強
制
保
険
）
は
い
ず
れ
も
違

反
点
六
点
。
車
庫
代
わ
り
に
道
路
を
使

用
し
た
”
青
空
駐
車
は
二
点
門
夜
間
の

八
時
間
以
上
の
路
上
駐
車
が
一
点
に
な

り
ま
す
。

　
　
・
、
●
、

＼
．

髪

◎

！
優
良
ド
ラ
イ
パ
ー
に
恩
典
！

　
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
恩
典
が
あ

り
ま
す
。
厳
し
い
取
り
締
り
ば
か
り
が

決
っ
し
て
能
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で

優
秀
な
運
転
者
に
は
ご
ほ
う
び
を
あ
げ

一
層
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

　
二
年
間
、
無
事
故
・
無
違
反
の
運
転

者
が
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
・
信
号
無
視
な

ど
違
反
点
二
点
ま
で
の
軽
い
違
反
を
犯

し
、
そ
の
後
三
ケ
月
間
無
事
故
・
無
違

反
だ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
点
数
は
違
反

点
数
か
ら
は
ず
さ
れ
ま
す
。
い
ま
ま
で

は
騨
消
却
期
間
“
が
一
年
で
し
た
か
ら

四
分
の
一
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

！
酒
酔
い
は
免
許
取
り
消
し
！

　
酒
酔
い
運
転
は
厳
罰
で
一
度
の
違
反

で
免
許
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
酒
酔
い

運
転
は
従
来
、
十
二
点
で
し
た
が
こ
の

改
正
で
十
五
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
“
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
“
乗
る
な
ら

飲
む
な
“
を
合
言
葉
に
交
通
事
故
を
町

か
ら
な
く
そ
う
。

（4）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

淳
っ
え
蔑

お
め
で
と
う
◎
衡

西
方
辰
蔵
・
西
方
慶
子

藤
本
今
朝
雄
・
米
持
芳
江

田
辺
一
志
・
小
堺
光
子

西
潟
松
造
・
富
井
美
千
代

離磐

騒

　
　
　
　
父
光
治

市
川
英
治
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
か
ほ
る

　
　
　
　
父
松
雄

関
谷
俊
明
　
　
　
三
男

　
　
　
　
母
光
子

　
　
　
　
父
公
夫

菅
井
美
紀
　
　
　
二
女

　
　
　
　
母
美
千
代

　
　
　
　
父
淳
士

市
川
勝
也
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
由
美
子

相
沢
ツ
ル
　
八
一
オ

井
上
政
治
　
七
九
オ

堀
川
　
隆
　
六
〇
オ

若
井
熊
三
郎
八
○
オ

樋
口
辰
平
　
六
ニ
オ

片
桐
ヨ
シ
　
八
九
オ

桑
原
イ
チ
　
七
九
オ

千
年
源
之
助

室
野
堂
新
田

寺
田
山
田
屋

福
島
　
横
屋

小
屋
丸

　
　
盛
田
屋

松
代
若
松
園

松
代
志
茂
喜

池
之
畑

　
ま
い
さ
か

室
野
　
沢
口
屋

寺
田
　
中
　
常

奈
良
立
あ
っ
ち
村

蓬
平
　
松
角
屋

松
代
長
左
工
門

清
水
　
善
　
八

桐
山
は
ら
の
そ
で

※
先
月
分
ご
け
っ
こ
ん
お
め
で
と
う
の

「
村
山
峰
夫
」
は
「
松
山
峰
夫
」
の
誤

り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

一～人ロのうこき～・
　　11月1日現在

世帯数　1，941（一　3）

人口男　3，766（一　9）

　女3，820（一17）
　計7，586（一26）

　7

35
42

亡
出
計

死
転
減

　4

12
16

生
入
計

出
転
増



ス
ポ
ー
ツ
で
心
身
と
も
健
康
に

第
2
回
協
会
長
杯
争
奪

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
松
代
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
に

よ
る
協
会
長
杯
争
奪
戦
大
会
が
郡
内
バ

ド
・
・
、
ン
ト
ン
愛
好
会
に
よ
っ
て
十
月
二

十
九
日
松
代
高
等
学
校
体
育
館
で
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
上
位
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

三三二優
位位位勝

◇
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

三三二優
位位位勝

　
　
　
　
　
　
（
A
ラ
ン
ク
）

藤
尾
隆
・
山
岸
貞
夫
　
　
組

関
谷
勇
．
小
海
扶
美
雄
　
組

関
谷
信
一
郎
・
石
口
博
雄
組

関
谷
春
男
．
関
谷
拓
雄
　
組

　
　
　
　
　
　
（
B
ラ
ン
ク
）

石
口
松
男
・
瀬
沼
伸
彦

飯
田
光
幸
・
西
条
一
明

平
沢
建
一
・
馬
場
一
美

小
堺
正
秀
．
小
堺
正
美

◇
一
般
女
子
ダ
プ
ル
ス

三三二優
位位位勝

組組組組

仲
村
美
江
子
・
山
岸
美
恵
子
組

◇
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

二
位

三
位

佐
藤
知
子
・
市
川
ナ
ツ
子

西
潟
優
子
二
口
同
橋
由
美
子

寺
崎
久
美
子
．
若
井
美
雪

　
　
　
　
　
（
A
ラ
ン
ク
）

樋
口
一
久
　
（
松
代
高
）

関
谷
　
勇
　
　
（
松
代
高
）

関
谷
信
一
郎
（
司
工
務
店
）

組組組

三
位
　
石
口
博
雄

◇
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
瀬
沼
伸
彦

二
位
　
大
島
正
明

三
位
　
飯
田
光
幸

三
位
　
市
川
　
実

（（（（（（松牧松松B役
代青高代フ
高年職青ン場
）会員年ク）
　））会）
　　　）

◇
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
山
岸
ま
ゆ
み

二
位
　
仲
村
美
江
子

三
位
　
寺
崎
久
美
子

三
位
　
西
潟
優
子

（
大
島
農
機
）

（
松
代
高
）

（
松
代
高
）

（
松
代
高
）

◇
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

三三二優
位位位勝

関
谷
常
夫

市
川
康
男

山
賀
建
一
郎

相
沢
　
忠

（
松
代
中
）

（
松
代
中
）

（
松
代
中
）

（
松
代
中
）

◇
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
柳
　
和
子

二
位
　
柳
　
恵
子

三
位
　
富
沢
晴
美

三
位
　
市
川
京
子

（
松
代
中
）

（
松
代
中
）

（
松
代
中
）

（
松
代
中
）

◇
小
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

三三二優
位位位勝

高
野
　
宏

小
島
正
志

小
堺
正
明

樋
口
春
彦

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

（
室
野
小
）

（
松
代
小
）

◇
小
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

三三二優
位位位勝

植
木
英
恵

関
谷
由
美
江

万
羽
匠
子

高
橋
美
由
希

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

内
　
館
時

日
育
4

3
体
後

2
　
　
午

月
校
　
～

1
学
分

1
等
0

年
高
3

3
代
時

5
松
9

和
立
前

昭
県
午

　
全
A

　
　

卜
治

ツ

ケ
欽
・

ラ
　
群

姓
谷
躰

ワ
銭
全

力

　
◎
◎

日
場
間
謙

　
　
　
　
手

期
会
時
選

1
　
Z
　
a
　
4

◎銭谷欽治（全日本優勝者）
◎　全日本大学’　　　A　位入賞選手

　　　　　　（男子1名・女子2名）

◎上越バドミントン協会上位選手

午前9時30分～午前11時30分
午後1時　　　～午後3時30分

※実技講習を受けたい方は申込み用

紙に記入して総合センターヘ。

※詳細は松代バドミントン協会事務

局関谷（TEL7－9228自宅）又は

（7－2302司工務店）へ。

※またとない機会ですので、おさそ

いあってご参加下さい。

模範試合

実技講習

その他

巳
　
α
　
ヱ

★
第
3
回
親
善

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
十
月
十
日
体
育
の
日
に
松
代
小
学
校

松
代
高
等
学
校
両
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
会
場
と
も
熱
戦
が
展
開
さ
れ

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
日
で
し
た
。
大
会

の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
十
チ
ー
ム
）

三三二優
位位位勝

千
年
青
年
会

伊
沢
青
年
会

松
代
青
年
会
A
チ
ー
ム

松
代
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

◇
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
四
チ
ー
ム
）

優
勝
　
伊
沢
バ
レ
ー
部

二
位
　
松
代
バ
レ
ー
愛
好
会

三
位
　
松
代
A
チ
ー
ム

（5）



「
家
庭
の
日
」
標
語
で
小
堺
敏
明
君

　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰
さ
れ
る

　
県
で
は
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭

の
日
」
と
定
め
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運

動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
総
理
府
’

の
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
月
間
」
に

合
せ
て
、
県
教
育
委
員
会
、
青
少
年
育

成
新
潟
県
民
会
議
と
共
催
し
、
改
め
て

こ
の
運
動
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
実
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
内

の
小
．
中
学
生
及
び
そ
の
父
母
、
祖
父

母
、
そ
の
他
の
保
護
者
か
ら
明
る
い
家

庭
づ
く
り
に
関
す
る
作
文
、
標
語
を
十

一
月
十
五
日
締
切
り
で
募
集
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
室
野
小
学
校
で
は
五
年
生
（

担
任
高
城
教
諭
）
が
国
語
の
教
材
と
し

国
民
年
金

　
　
保
養
セ
ン
タ
i

「
こ
し
じ
」
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か

　
い
で
湯
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村
に
、
国
民
年
金
保

養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し
じ
」
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
こ
し
じ
」

は
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受
給
者
お
よ

び
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
が
保
養
・
リ

ク
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
の
七
月
、
国
が

建
て
た
保
養
施
設
で
す
。
こ
こ
は
国
民

年
金
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
安
い
料

金
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
こ
し
じ
」
は
“
や
す
ら
ぎ
”
を

テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
ご
家
族
連
れ
あ

る
い
は
グ
ル
ー
ブ
の
行
楽
に
は
格
好
な

と
こ
ろ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
い
ま
、
湯

之
谷
の
山
々
は
燃
え
た
つ
よ
う
な
紅
葉

に
お
お
わ
れ
、
す
ば
ら
し
い
景
観
で
す
。

今
年
の
秋
は
「
こ
し
じ
」
で
過
さ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

《
申
込
み
先
》

　
　

〒
9
4
　
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村
大
字
葎
沢

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し
じ
」

T
E
L
　
（
〇
二
五
七
九
）
二
～
六
一
一

一
～
よ
ハ
一
　
一
一
一

《
利
用
料
金
》

・
国
民
年
金
加
入
者
・
受
給
者
ー
三
、

一
〇
〇
円
　
・
一
般
三
、
五
〇
〇
円

（
い
ず
れ
も
税
等
別
）

て
取
り
上
げ
、

（
室
野
小
）

募
し
た
と
こ
ろ
、

査
結
果
の
内
示
が
あ
り

の
「
幸
せ
が
あ
ふ
れ
る
今
日
は
家
庭
の

日
」
が
小
学
生
の
部
の
知
事
賞
に
、
柳

晴
子
さ
ん
の
「
幸
せ
は
家
族
み
ん
な
で

つ
か
む
も
の
」
と
佐
藤
一
弥
君
の
「
話

し
あ
い
、
明
る
い
家
庭
の
第
一
歩
」
が

佳
作
に
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
小
堺
君
は
、
保
護
者
の
部
で
知
事
賞

に
な
っ
た
同
校
校
長
と
と
も
に
、
十
｝

月
八
日
県
民
会
館
で
の
表
彰
式
に
お
母

さ
ん
同
伴
で
招
か
れ
ま
し
た
。

全
員
が
標
語
の
部
に
応

　
こ
の
程
、
県
か
ら
審

　
　
　
、
小
堺
敏
明
君

児
童
手
当
10
月
期

　
　
支
給
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
1
0
月
期
支
給
分
に
つ
い
て

は
、
1
0
月
9
日
付
で
受
給
者
の
方
々
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
の
で
、
お
確

か
め
下
さ
い
。
な
お
1
0
月
期
よ
り
個
人

宛
に
支
給
通
知
は
、
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

10

月
と
2
月
、
6
月
期
に
銀
行
・
農
協

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
お
確
め

下
さ
い
。

年
賀
状
差
し
出
し
準
備
を

　
　
　
十
二
月
十
五
よ
り

　
　
　
　
受
　
付
　
開
　
始

　
新
年
用
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
は

　
　
　
　
　
ン

十
一
月
六
日
帽
か
ら
全
国
の
郵
便
局
で

一
斉
に
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
末
も
お
し
迫
り
ま
す
と
何
か
と
忙

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
十
五
日

團
の
引
受
開
始
日
に
は
出
せ
る
よ
う
に

お
早
め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
な
お
準
備
に
当
っ
て
は
、
次
の
点
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

▲
　
住
所
録
の
整
理
を

　
暑
中
見
舞
状
、
転
勤
、
転
居
の
あ
い

さ
つ
状
、
新
住
居
表
示
実
施
の
通
知
状

な
ど
に
よ
り
住
所
録
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
住
所
に
は
ア
パ
ー
ト
名
、
棟

番
号
、
室
番
号
や
「
○
○
方
」
又
は
「
○

○
ビ
ル
」
な
ど
の
肩
書
ま
で
詳
し
く
、

ま
た
郵
便
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
郵
便
番
号
簿
な
ど
で
確
か
め

て
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

百

・鐸
沢　　　　（6）

柿
熟
れ
し
巨
木
に
低
く
雲
た
れ
て
十

一
月
の
風
吹
き
す
さ
ぶ

　
廃
家
な
る
屋
根
に
傾
く
ア
ン
テ
ナ
に

夕
日
が
映
え
て
光
淋
し
も

て
露
地
の
た
そ
が
れ
は
ぐ
れ
蝉
な
く

　
澄
む
空
に
サ
ル
ビ
ア
紅
く
き
わ
立
ち
～

　
秋
雨
に
心
も
濡
れ
て
遺
瀬
な
し
し
ぐ

さ
な
け
れ
ば
便
り
し
た
む

　
今
宵
限
り
朝
の
霜
に
亡
ぶ
と
も
精
出

し
て
鳴
け
野
の
き
り
ぎ
り
す

　
う
ら
か
な
し
減
り
ゆ
く
家
の
数
増
し

て
過
疎
の
山
里
秋
雨
け
ぶ
る

　
雨
だ
れ
の
音
し
み
じ
み
と
き
き
入
り

ぬ
出
稼
ぎ
お
く
り
し
宵
の
し
じ
ま
を

　
真
向
へ
る
海
老
の
灯
の
愛
し
さ
よ
過

疎
に
の
こ
れ
る
友
と
し
思
へ
は

過
疎
の
枯
草
藪
か
ら
拾
い
聚

　
　
め
た
歌
屑
籠
よ
り

▲
　
印
刷
、
版
画
の
手
配
は
早
め
に

　
年
賀
状
を
印
刷
し
た
り
、
版
画
し
た

り
す
る
方
は
早
め
に
手
配
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
あ
な
た
の
住
所
や
郵
便
番
号

も
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▲
　
住
所
変
更
の
お
知
ら
せ
も
忘
れ
ず

　
町
名
変
更
、
転
居
な
ど
で
住
所
を
変

更
の
方
、
又
は
住
所
の
変
更
予
定
の
方

は
そ
の
旨
を
年
賀
状
に
付
記
し
ま
し
ょ

う
。

▲
　
贈
答
用
の
小
包
は
早
め
に

　
郵
便
局
は
、
十
二
月
に
な
る
と
贈
答

用
小
包
や
年
賀
状
の
処
理
で
最
も
忙
し

い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
小
包
を
年
末
が
お
し
迫
っ
て
か
ら
差

出
さ
れ
ま
す
と
、
年
内
に
配
達
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か

ら
な
る
べ
く
お
早
め
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
小
包
の
包
装
は
十
分
し
た
つ
も

り
で
も
運
送
途
中
で
こ
わ
れ
た
り
、
中

身がと

び
出
し
た
り
す
る
も
の
が
か
な
り
あ

り
ま
す
。
小
包
は
じ
ょ
う
ぶ
な
紙
や
ヒ
モ
を

使
い
、
し
っ
か
り
と
包
装
し
て
く
だ
さ
い
。


